
イニシエーシヨンまでの過程
-和尚ラジニーシ・ムーブメントの場合一

伊 藤 雅 之
本稿の目的は、和尚ラジニーシ・ムーブメント(ORM)に参加する日本人がどのような過程を経てイニ

シエーシヨンを受ける至るのか、またその過程に関与する要因が何であるのかを究明することである。以上
の目的のため、筆者は日本の７都市において３５名の信奉者とのインタビューを行った。本稿では、参加者
が、l)ORMに出会う以前の「背景的」要因と、2)ORMと具体的なインタラクションをする「状況的」要
因に分けて論じ、ORMの特異性を明らかにする。

｢個人の意識変容」を鍵とする宗教文化が定着
し、「精神世界」の本のコーナーがそのシンボ
リックな空間として考えられるようになった
(島薗1992a,1996)。このコーナーにはラジニー
シの著書も多数おかれている(2)。
本研究の課題は、先進資本主義諸国で広まっ

た宗教運動群に参加する人々の内面世界を理解
することである。具体的には、和尚ラジニー
シ・ムーブメント(OshoRajneeshMovement，
以下、ORMとする）を事例として取り上げ、
そこに参加する人々がイニシエーシヨンを受け
るに至るまでの過程を究明する(3)｡ORMは、
欧米に広がった代表的な新宗教運動の１つであ
り、また日本の「精神世界」ブームにおいても
過去10年以上にわたり重要な位置を占めてい
る。それゆえ、本稿で解明するORMの事例研
究を通じて、新宗教運動一般の入信過程に関与
している諸要因を理解する手がかりが得られる
可能性は大きい。またORMが広がった現代社
会の特質に関しても、何らかの示唆が得られる
のではないかという期待を抱きつつ、ORMの

１．はじめに

1960年代以降、アメリカをはじめとする
欧米諸国では数多くの宗教が出現し、それらは
総称して新宗教運動(NewReligiousMovements)
と呼ばれるようになった(1)。新宗教運動の特
徴の１つは、その中に東洋の宗教的伝統の影響
を受けたものが多くみられたことである
(Bellahl976)。また、和尚ラジニーシ・ムーブ
メントをはじめとする大半の新宗教運動は、そ
の信奉者が比較的裕福な家庭に育った、教育程
度の高い３０歳前後の若者であるという共通点
をもっていた(Volinnl985)。
日本においても、新しい宗教現象が７０年代

以降みられるようになってきている。まず、若
者が新宗教へ入会する割合が増加し始め、また
入会の動機も、空しさからの救いや神秘体験へ
の興味が挙げられるようになってきた（西山
1986;島薗1992a,1992b)。さらに80年代にな
ると、教団という明確な形態はとらないが、
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住民の意識(Latkinetal.1987)等が調査された。
しかし、サニヤシンたちの生活世界に焦点をお
いた研究は、カーテイスの論文(Courtisl991)
が挙げられるのみであり、入信過程を体系的に
調査した研究は提出されていない。日本では、
ラジニーシを「精神世界」の一部として言及し
た一般書は多いが、具体的にORMを扱った学
術研究はこれまで行われていない。
本稿では、従来のORMに対する研究では解

明されてこなかったサニヤシンの入信過程を対
象とし、個人がイニシエーションに至るには如
何なる要因が関与しているのかを究明すること
を目的とする。まず次節においては、本論の前
提となる調査方法と分析枠を述べる。つづく第
３，第４節ではサニヤシンのイニシエーシヨン
過程を扱うが、その際、1)彼らがORMに出会
う以前の「背景的」な要因と、2)ORMとの具
体的なインタラクションという「状況的」な要
因に分けて論じていく。まず第３節では、背景
的な要因として、信奉者の「悩み｣、「パースペ
クティブ｣、「探求行為」の３つを論じる。そし
て第４節では、状況的な要因に関連する、「ラ
ジニーシの本との出会いと人生の転機｣、「信奉
者およびラジニーシとの関係｣、「信奉者以外と
の人間関係｣、および「徹底したインタラクシ
ヨンと意識変容の体験」について検討していく。
最後に、以上の７つの要因を検討した結果、Ｏ
RMに特徴的にみられる事柄を総括して本稿を
帝めくくる。

参加者の内面世界に迫っていきたい。
ORMは、和尚ラジニーシ(1931-90)によ

って６０年代後半にインドで創始され、欧米を
中心に広がった新宗教運動である。ラジニーシ
は、「生」に対するホリステイックなアプロー
チをとり、人々にすべての行為や感情を抑圧す
ることなく、ありのままの自分を受け入れ、瞬
間、瞬間をトータルに覚醒することのみが必要
であると説いた。彼の思想はタントラや仏陀、
老子、禅仏教に影響を受けている。６０年代後
半には革新的思想のためインド中に論争を巻き
起こしたこの運動も、７０年代にはアメリカ、
イギリス、ドイツなどの欧米諸国から対抗文化
の影響を受けた若者がインド・プーナのラジニ
ーシのもとに集まりだすようになる。数カ月か

ら数年プーナに滞在した後に自国に帰国した彼
らは、世界各地に瞑想センターを設立した。ラ
ジニーシの弟子たちは「サニヤシン」
(sannyasin)とよばれ、組織的な宗教形態に縛ら
れない個人的ネットワークで結ばれている。日
本人サニヤシンは現在約３千人いると考えら
れ、東京をはじめ全国20数カ所の瞑想セン
ターを拠点とする各種活動と、プーナで行われ
るグループ・セラピーや、瞑想、コミューン活
動に参加している(4)。
欧米ではORMは代表的な新宗教運動の１つ

として取り上げられ、広範な研究が行われてき
た。ORMの研究は、ラジニーシの思想
(Wallisl986)を扱ったものから、カリスマ性の
変遷(Palmerl988)、セラピーの機能(Palmer
andBirdl992)やその内容(Amitabhl982)まで
多岐にわたる。特にラジニーシがアメリカに渡
り、オレゴン州に実験的共同体を設立した期間
(1981-85)については研究が集中し、コミユー
ンにおける組織形態(Carterl990)と近隣の一般
住民との衝突(Latkinl992)、またコミューンの

2．研究方法

本研究では、日本人サニヤシンの内面的世界
を理解するために、インタビューを主要な方法
として用いた。まず３カ所の瞑想センターの代
表者や、筆者が研究の過程で個人的に知り合っ
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た人達の協力をえて、約１２０名のインタビュ
ー候補者のリストを作成した。その中から、男

女比、イニシエーシヨンを受けた時期、コミッ
トメントの度合、および地域性の偏りがないよ
う配慮し、1980年から93年までにイニシ
エーション（テイク・サニヤス）を受けた男性
２１名、女性１４名の計３５名を調査対象にし
た。インタビューは、９３年１２月から９４年
４月、９４年９月、９５年８月の期間に仙台、
東京、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸の７都
市で行った。インタビューの対象者は２６歳か
ら４４歳までの男女で、３５人中２４人が大卒、
イニシエーションを受けた年齢は１０代２名、
２０代２８名、３０代５名であった。
インタビューでは、信奉者の生活史を幼少の

頃から年代順に質問しながら、ラジニーシに出
会う以前の価値観や興味対象から、現在のOR
Ｍとの関わりに至るまでを詳細に聞いた。その
際、単にサニヤシンの自己報告におわらぬよう
に、客観的な事実確認もできる限り行うよう留
意した。インタビューは、一人につき２～６時
間行い、会話はテープに録音した。調査の終了
後、録音したテープの主要な内容を書きおこし、
３５名の個人ファイルを作成した。個人フアイ
ルを繰り返し読むことにより、ラジニーシの弟
子となった人達の入信プロセスの分析を進めて
いった。
本稿では、インタビュー・テープの分析・解

釈から導き出された入信に関連する諸要因を論
じていく。筆者は、サニヤシンがイニシエーシ
ョンを受けるに至るさまざまな要因を独自に分
類していったが、それらの項目はロフランドー
スターク．モデル（以下、L-Sモデルとする）
の提示する７つの条件にほぼ集約されることが
分かった。それゆえ、本稿ではサニヤシンの入
信に至る要因を秩序立てて記述するため、L-

Ｓモデルを基本的な準拠枠とすることにする。
L-Sモデル(LonandandStarkl965)は、あ

る個人が入信に至るまでの必要かつ全体で十分
となる７つの条件を提示している。その条件と
は、ある人がl)持続的な、激しい緊張(tension)
を経験したことがあり、２)その問題を宗教的な
パースペクティブにより解釈しようとする傾向
があること、３)その試行錯誤の過程で自らを宗
教的な探求者と位置づけて、行動することであ
る。さらに、４)人生の転機(turningpoint)で入
信する宗教と出会い、５)その集団内の一人以上
の信者と感情的な絆が形成され（もしくは前も
って存在し)、６)その宗教以外の人達との愛着
は存在しないか弱まり、７)正真正銘の入信者と
なるためには、メンバーと集中的に相互接触を
する必要がある、というものである(1965:874)。
このモデルはプロセス．モデルであり、７つの
相互に依存する要因が’つ１つ累積して最終的
に入信に至るとする。はじめの３つの条件は入
信する宗教に接触する以前から存在する「背景
的」要因であり、残りの４つは潜在的入信者と
すでに信者であるものとの間で生じる「状況的」
要因である(4)o
以下において、サニヤシンとなった人達が

L-Sモデルが示す７つの条件を１つずつ満た
しながら、最終的にイニシエーションを受ける
に至るプロセスを描写していく。その際、OR
Ｍに特有の要因がある場合には、L-Sモデル
を適宜補いつつ論じていくことにする。L-S
モデルというスタンダードなレンズを用いるこ
とによって、逆にその枠組みでは把握できない
ORMの特異性が浮かびあがってくるはずであ
る。次節では、サニヤシンがORMと出会う以
前の背景的な要因を、「悩み｣、「パースペクテ
ィブ｣、「探求行為」の順に考察していくことに
したい。
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本当に分かり察しうるような人生だったら、
自分はもう自殺したい。もう生きてる意瞭は
ないって思ってた。

彼女の悩みは、７０年代以降の経済的に豊かな
日本社会に育った若者の典型的な悩みとして理
解できる。彼らは、自分の親の世代が戦後の貧
しい時期を経てようやく獲得した、「学校卒業
して、就職して、結婚して、子供産んで」とい
う状況を当然のことと考えており、本人もそれ
を望めば容易に手に入れられると思ってい‘る。
しかし、将来自分が同じような道をたどりたい
とは考えておらず、しかもそのような生き方に
人生の意味を見いだせないのである。
次のＩさん（女性３２歳、91年、27歳の

時イニシエーション）の場合、人生に対する不
安がはっきり現われたのは、大学を卒業後、就
職してからであった。しかし、問題の内容は、
Ｋさんに類似している。Ｉさんは、大学生の頃
から「もやもやした、本当にこれでいいのか」
という漠然とした感覚があった。彼女は東京で
就職するが､漠然とした不安は続いた。「仕事は
とっても楽しいんだけど、何か自分のもっと根
本的なところから間違ってるんだという感じ」
がした。そして、半年間東京で働いた後、会社
を退職し、卒業旅行で行ったバリ島に再びむか
った。彼女はそこで７カ月を過ごすことになる。
彼女がラジニーシの存在を知るのは帰国後１年
以上後であり、サニヤシンとなるためインドに
向かったのは、さらに２年後のことである。
以上の事例以外でも、インタビューした人達

との会話では、「どう生きてゆけばいいのか分
からない｣、「何かがおかしい」などの言葉がよ
く聞かれた。彼らに共通するのは、ある種の空
しさを一定期間以上感じていたことである。一
方、サニヤシンたちは物質的、肉体的、あるい
は対人関係から直接派生した問題についてはあ

3．入信プロセス１-入信者の背景的な状
況

１）悩み
ロフランドらによれば、入信への第１の必要

条件は、入信者が人生の一時期に激しい緊張
(tension)を経験していることである。緊張、す
なわち悩みの原因として、貧しさ、病気、ある
いは人間関係から派生した問題などが考えられ
る。サニヤシンは、イニシエーション以前に特
定の悩みを抱いていたのであろうか。また、抱
いていたとすれば、どのようなタイプの悩みで
あったのか。個人がどのような種類の悩みをも
つかは、信者の性格や社会的属性に加え、信者
が育った時代背景も密接に関連している。サニ
ヤシンたちの大半は大卒の教育歴と中流の中な
いし上の経済的背景をもつ。また、イニシエー
シヨンを受けた年齢は、２０代半ばから３０代
前半に集中している。彼らが、ORMに出会う
前に、どのような悩みを抱えていたのかを以下
で検討していきたい。
Ｋさん（女性３６歳、８０年、21歳の時イ

ニシエーシヨン）が、人生に疑問をもち始めた
のは、１３歳の時であった。それまでは生徒会
で書記をするなど、意見をはっきりいう「外側
に向かう感じの子」だったという。それから次
第に内側に向かいだすようになった。
みんなと同じなのがいや、制服とか、集団と
か。例えば、どうしてみんな毎朝起きて、同
じ格好して、学校なり、会社なり行っ
て、・・・学校卒業して、就職して、結婚し
て、子供産んで。もうそれじゃ、人生見えて
るじゃない。どうして、そんなに分かりきっ
てるような、レールに乗ったような、人生を
生きることに耐えられるんだろうか。・・・
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まり語っていない。前出のＩさんは「仕事もす
ごくうまくいってたし、配属されたところもい
いところだったし､上司にも受け入れられたし、
全然問題ないんだよ。だけど、おかしいという
感じ」と語っていたが、その言葉はこのような
悩みの状況を簡潔に表わしている。つまり、将
来サニヤシンとなった人達は意味の喪失、人生
の方向性や目標の欠如という精神的な問題に直
面していたことがわかる。
このようなサニヤシンになった人達の悩み

は、日本の新宗教に入会した若者が抱えていた
問題と共通している。７０年代以降､新宗教への
入会動機は､貧･病･争に加え、空しさからの救
いが挙げられるようになってきた。若者は、経
済的な豊かさの反面、高度に分化した社会構造、
都市化、核家族化､官僚制の発達の中で、生き
がいを見つけにくくなっているといえよう(6)。
つまり、サニヤシンになった人達の抱えていた
｢空しさ」の問題は、７０年以降に新宗教に入
会した若者の典型的な悩みであったといえよ
う。このように、人生の意味の喪失を経験する
だけでは、ORMとの関係を特定化することは
できない。しかし、悩みを持つことは、最終的
にサニヤシンとなるに至るための第１にクリア
すべき条件（大前提）として理解する必要があ
る。
２）パースペクティブ
それでは「空しさ」という悩みを抱えていた

若者の中で、宗教の世界にその解決を求めたの
は、どのような人達だったのだろうか。L-S
モデルの第２の背景的要因は、悩みを抱えた人
達がそれを宗教的なパースペクティブ、すなわ
ち超越的な存在や、論証不可能な宇宙の構造、
あるいは先祖の因縁などに結び付けて問題を解
釈しようとすることである。この要因が入信の
条件の１つとなるのは、問題を抱えていてもそ

れを別な手段を用いて解消する可能性もあるか
らである。つまり、人生の目標の欠如という悩
みを抱えていても、その問題を宗教に結びつけ
る必要はないからである。例えばロフランドら
は別なパースペクティブの１つとして政治的パ
ースペクティブを挙げている。自己の抱えた悩

みの原因を社会体制の問題点のなかに見いだし
て、学生運動や各種の社会運動を起こすことに
より解決しようとする人達も想定しうるのであ
る。
サニヤシンたちがORMと出会う以前に持っ

ていたパースペクティブを理解するためには、
L-Sモデルが提示する「宗教的」パースペク
ティブを広義に捉える必要がある。というのは、
インタビューしたほとんどの人達にとって、宗
教一般に対するイメージは、かなり悪いもので
あったからである。宗教を否定的に捉えて、
｢うさん臭いもの｣、「馬鹿げたもの｣、「偽善」
として考えるものがほとんどであった。さらに、
８０年代後半にサニヤシンとなった人達の間で
は、ラジニーシも否定的に扱われたようである。
和尚のことは、もっと前から本屋とか、宝島
（の本）とかで、ああいう人いるんだという
のは知ってたけど、自分には縁のない人。本
屋さん行っても、とって開けてみることもし
なかった。何かうさん臭いおじさん、新興宗
教みたいに思ってた(Nさん、男性30歳、
９２年、２６歳の時イニシエーシヨン)。

このように、ラジニーシの本が日本に紹介され、
大型書店で一般に置かれるようになった８０年
代半ば以降は、ラジニーシも「うさん臭い」対
象として捉えられていたのである。
それでは、サニヤシンたちのパースペクティ

ブの特徴は何であったのだろうか。どのような
パースペクティブから自己の抱えた問題を解釈
するのかには、個人の心理的特性や社会的属性
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例えば、前出のＫさん（女性３６歳、８０年、
21歳の時イニシエーション）は、高校時代の
関心を次のように語っている。

・・・政治、社会への関心なかった。でも、

人間の意識が変われば、世界が変わるという
のはよくわかってた。だから自分の意識を変
えることに興味があったのね。例えば、自分
が詩を書いてる時とか、突然くるのよれ。意
識が突然拡大する。普通、狭い意識で生き．て
るじゃない。・・・それで次に興味もったの
が、「どうしたら自分の意識を変えられる｜の
か」ということ。

Ｋさんは現在３６歳で、先程のＤさんより８歳
若い。彼女の捉え方には、政治的パースペクテ
ィブは含まれていない。「人間の意識が変われ
ば、世界が変わる」という認識は、ほかのサニ
ヤシンの人達にも共通する暗黙の前提であっ
た。政治や社会への関心が薄れるにつれ、自分
の内面への興味が強まるという傾向は、７０年
代後半以降日本のサブ・カルチャーの１つとし
て、一般に浸透していったのである。サニヤシ
ンとなった人達の背景を理解するためには、こ
のような時代的な要因に着目する必要がある。
もちろん、個人がどのようなパースペクティ

ブをもつのかは、社会状況のみでなく、個人の
性質が関与していることは言うまでもない。例
えば、神秘体験をした人は、「人間の意識が変
われば、世界が変わる」という発想になりやす
いようである。数人のサニヤシンがラジニーシ
に出会う前にある種の神秘体験をしていた。ｗ
さんは、高校、大学を通じて、いろいろな疑問
を持っていた。「私が欲しいものは、何なんだ
みたいな感じで、すごく癒されない孤独があっ
た」という。主に心理学関係の本に解答を求め
たりした。森田療法に関する本は特に興味をも
って読んだ。Ｗさん（女性３０歳、８９年、２

に加え、時代の影響も大きい。まずは日本の社
会状況が個人のパースペクティブに与えた影響
について考察することにしたい。
時代の推移と個人のパースペクティブの変化

との関係を理解するために、』さん（４４歳、
８０年、２７歳の時イニシエーシヨン）のケー
スをみてみたい。彼は、高校の頃、地元の名古
屋で学生紛争を経験した。1970年初頭であ
る。全共闘が東大の安田講堂を占拠した時、彼
は高校２年生だった。代々木公園まで集会に行
くほど熱心な赤ヘルだったという。名古屋の交
番襲撃事件にも参加し、火炎瓶を投げ込んだ。
学校ではアマチュアバンドを結成し、社会派の
フオークソングを歌っていた。大学に進学して
からも、音楽活動に専念した。しかし、時代と
ともに、彼の関心は外的な社会的変革から内的
な自己変容に移っていったという。
個人的なものが、どれだけ価値をもつかとい
うことに焦点を置き始め・・・アメリカの公
民権運動から発達した、ラディカルなフォー
ク・ソングっていうのが、６８～６９年に日
本に上陸して、そんで関西中心にそういう唄
が巷で歌われ始めた。「今の自分たちの社会
の状況を見つめ直そう」というところから
「自分にとっての価値」というものに変化し
ていく。「社会は自分からしか変わっていか
ない｣、「自分の個人的な理由を大事にしよう」
という流れに変わっていった。

』さんの心境の変化は、政治的パースペクティ
ブから、「意識変容」のパースペクテイブヘの
移行として捉えることができる。インタビュー
したサニヤシンたちのほとんどは、Ｊさんより
も若く、学生紛争の影響もあまり受けていない。
彼らは、はじめから「社会は自分からしか変わ
っていかない」という時代の潮流にいたのであｉ
る。
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トワークによりつながっていること等がある。
サニヤシンたちは、ORMに出会う以前よりこ
の「新霊性運動」的なパースペクティブに関心
があったと考えられる。
以上の考察の結果、サニヤシンたちはいわゆ

る「宗教」には拒否反応を示しながらも、広義
の宗教文化である「新霊性運動」的パースペク
ティブには関心があったといえる。
３）探求行為
L-Sモデルが第３に挙げる入信への背景的

な条件は、自己を宗教的探求者として位置づけ
て、具体的な探求をしているかどうかである。
第２の条件が個人の認知や態度レベルでの特徴
についての条件であるのに対して、これは人々
の行動レベルに関係する条件である。ロフラン
ドらは、具体的な例として、いくつもの教会を
わたり歩くことや、さまざまな宗教書を読みあ
さりながら自己の問題を解決しようとする行動
を挙げている。
この点に関してサニヤシンたちは、厳密な意

味での宗教的な探求ではないまでも、「スピリ
チュアル」な探求を行っていたと考えられる。
サニヤシンになる以前にほかの新宗教に入会し
ていた人は、インタビューした３５人の中で２
名であったが、ORMに興味をもつ以前にイン
ド、ネパールやバリを旅行したことのある人達
が７人いた。また「精神世界」の本や、ハクス
レー、ヘンリー・ミラー、老子、荘子らの思想
家たちに高校や大学時代に傾倒していた人も１
０数人いた。以下では、具体的な探求の１つの
事例を検討したい。

Ｓさん（女性３６歳、８２年、２２歳の時イ
ニシエーション）がインドに初めて行ったのは
大学２年の時であるが、そのきっかけはアメリ
カの若者文化の影響であった。高校の時、サー
ファーのライフ・スタイルを知った。聴く音楽

４歳の時イニシエーション）は、高校の時の神
秘体験が、その後の心理学への興味を持続させ
る要因となったと考えている。
高校の時、悩み悩んで、悩み疲れた時、ちょ
っとした神秘体験をする。・・・それがあっ
て、「受け入れる」じゃないけど、何か体の
力がガクッと抜けてさ、「いいんだもう」
と・・・スーツとなった時に、１カ月<、らい、
森羅万象というか、全部のものがつながって、
自分がその一部で、すごく愛されている
・・・そういうのが、バーツときてね。木と

か風とかが、スーとまざまざとやってきてさ。
それはすごい幸せなことやったんやけど、そ
れが１カ月く．らいあってなくなって。また疑
問がわいてきて、もとに戻っていく。そした
ら、・・・今までみたいに元に戻れない、と
いうか・・・「もとの世界と違う何かがある
んだ」という、・・・で、そこから探求じゃ
ないけど、「何なんだ、何なんだ」という感
じになって。
このようにサニヤシンになった人達は、ラジ

ニーシに出会う以前から、「意識の変容」をキ
ーワードにするパースペクティブをもっていた
と言える。島薗(1992a,1996)は今日の宗教ブ
ームにおいて「精神世界」に代表されるような、

組織的宗教ではないがまとまった世界観をもつ
宗教文化を「新霊性運動（文化)」と概念化し
た。この宗教文化は、７０年代後半から顕著に
なり、先進資本主義諸国で共通してみられる現
象であるという。新霊性運動における思想や態
度の特徴には、l)個人の意識変容を究極的な
ものへ至るきわめて重要な指標と考えること
や、２）自然や人間に内在する霊的なものを尊
び、それと一体化することを目標とすること、
また、３）個人の自律的なスピリチュアリテイ
の開発をめざす、自由な個人のゆるやかなネッ
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もカリフォルニア・ソングだった。「それを聴
いているだけで、日本の演歌の世界--重〈て、
暗くて、ダサい世界--それと違うもの・・・音
楽をかけるだけで、そこだけ違う世界ができた」
と感じた。７６年頃の出来事である。「宝島（の
本）にあったような、リベラルなもの、ドラッ
グ・カルチャー、．フラワー・チルドレン(7)」
そういうものにすごく憧れた。７０年代のおわ
りには、「精神世界の旅だとか、バークレーの
大学にいくツアー」があったという。
大学１年生の１９歳の時、アメリカを旅行す

る。為替レートも高く、現在のように気軽に大
学生がアメリカを旅行する習慣もなかった頃で
ある。ニューヨークからサンフランシスコまで
１人で旅行する。サンフランシスコには知り合
いが何人かいた。
フラワー・チルドレンの発祥地、LSD、音
楽、私にはカッコよかった。サンフランシス
コでいろんな人達に会って、いろんな店へ行
って「すごいな-」と思った。でも、そこで
知ったのは、すでにもう時代的にはインドだ
ったの。そういうフラワー・チルドレンの人
が目指しているものはインドだったの。やっ
ぱり、ビートルズがマハリシ(8)のところに
行ったり、サンタナもそうだし・・・そうい
う感じで、アメリカから帰ってきた時には、
もうインド行くこと決めてた。７９年の時の
こと。それから出会う人みんなインド行った
ことある人ばっかりになる。

その過程で、ラジニーシの存在も知った。大学
２年の夏、インドへ向かう。タイ、ネパール、
そして陸路インドへ。ベナレス、ブッダガヤ、
カルカッタ、ボンベイを旅してから、プーナヘ
行った。プーナには２か月滞在し、日本へは８
１年の３月に帰国する。半年以上の旅であった。
Ｓさんがたどった道のりは、厳密な意味での

宗教的な探求行為ではない。アメリカでもイン
ドでもいわゆる宗教と関連する場所を訪れたわ
けではないからである。しかし、彼女のの旅は、
観光名所め<､りでも、ショッピングをするため
でもない。それは内面に関わる漠然とした何か
を求めての探求であったのである。
Ｓさんの事例はちょうど７０年代後半にイン

ドへの旅が日本で密かなブームになった頃の出
来事である。この時期以外でも、インタビュー
した人達の中には、インドとネパールを長期間
旅行した者、ドラッグ体験をするためにアメリ
カやインドへ行った人、バイクで日本を縦断し
た人、農場で１年間働いた人、バリ島に長期滞
在した人、サイコ・ドラマの劇団に所属した人
などがいた。また、具体的な行為にはなかなか
至らなくとも、「精神世界」の本を読んでいた
人達が多くいた。このような彼らのラジニーシ
に出会う以前の行動を、新霊性運動を背景にし
た、「スピリチュアルな」探求行為として捉え
ることができる。
以上、サニヤシンとなった人達がORMに出

会う以前の状況を、「悩み｣、「パースペクティ
ブ｣、「探求行為」の３つに焦点を絞って究明し
てきた。これら３つの要因が累積的な性質をも
つことは強調しておく必要がある。人生の目標
の欠如などの悩みをもつ若者は多い。その中で、
｢新霊性運動」的なパースペクティブから自己
の悩みを理解しようとする人は限られる。さら
に、その中で具体的な探求を行った日本人とな
ると、人数はかなり限定されてくることだろう。
サニヤシンとなった人達は、これら３つの条件
を満たした者の一部であるといえる。特に、第
３の条件である探求行為に関連するサニヤシン
の行動は、ORMを特徴づけるものと捉えてよ
いだろう。彼らの探求は、一般常識をはるかに
超えた活動的な性質のものだったからである。
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それでは３つの条件を満たした若者の中で、
最終的にサニヤシンとなるためには、さらに如
何なる条件を満たさなければならないのだろう
か。次節では、彼らがどのようにORMと出会
い、具体的なインタラクションを行っていった
のかをみていくことにする。

まま一気に読んだ。読み終わった時には光の
滝で打たれるような感覚になった(Yさん、
男性３６歳、８０年、２０歳の時イニシエー
ション)。

このように、ほとんどすべてのサニヤシンにと
って、ラジニーシの本は衝撃的であったようで
ある。10数人の人達から「求めていたメッセ
ージが、本の中にあったような気がする」とい

う言葉が聞かれた。彼らが求めていたものとは
何だったのだろうか。彼らが特に印象的におぼ
えている本のメッセージには、ある程度の共通
点が見いだされる。
和尚の本に出会う前は、何かこう「自分がい
い状態になるのに何かしなくちゃいけないん
だ」とか、「何か達成しなくちゃいけないん
だ」とか、そういうような枠から抜け出れな
かったような気がする(Gさん、男性43歳、
８０年、２７歳の時イニシエーシヨン)。

4．入信プロセス11-状況的な要因

４）本との出会いと人生の転機
ロフランドらによれば、入信に必要な第４の

条件は入信する宗教と接触する時期の問題であ
る。潜在的な信者は、特定の宗教に出会う直前
か、ちょうど出会った時に、人生の転機に直面
していることが必要になるという。人生の転機
とは、過去から継続していた行動様式が途切れ
たり完結したりして、新しい生活を送る義務や
機会が生じた状況である。病気、離婚、失業、
転勤や引っ越し等が転機の具体例である。また、
若者にとっての転機は教育に関連する出来事が
多く、学校の卒業や中退、受験の失敗、あるい
は入学に伴う転地などが挙げられるという。
この点に関して、サニヤシンたちの状況と

L-Sモデルとは厳密には一致しない。という
のは、彼らのORMとの出会いは転機よりかな
り前であることが多いからである。大多数のサ
ニヤシンたちはラジニーシを本を通じて初めて
知ることになる｡インタビューした人達の約３
分の２は、本人が直接ラジニーシの本を書店で
見つけている。残りの人達は、サニヤシン以外
の友人、知人から本を紹介され読みだしている。
彼らは、ラジニーシの本を読んだ時に、大きな
衝撃を受けていた。まずは、本を読んだ印象を
検討したい。
「存在の詩』（９）を、１日１講ずつ読んで、途
中まできたらもうこれは止められない。その

｢知識は重荷だ」という（和尚のメッセージ）
にしろ、それまでは「もっと勉強して賢くな
れば分かるんじゃないか」と思ってたんだけ
れど、そうじゃなくって、単純に無垢になっ
ていくことが書いてある(Aさん、男性28
歳、８８年、２０歳の時イニシエーシヨン)。

「存在のあるがままに、ただある」というこ
とが、今まで（教えられてきたことと）１８
０度違う。それまでは理想があって、ここに
ただの自分があって、そこまでいかないとダ
メなのが・・・全く違うことを言う。自分が
求めていたのはこれだ、これかも知れないと
いうものを感じた(Wさん、女性30歳、８
９年、２４歳の時イニシエーシヨン)。

｢あるがままの自分｣、「知識は重荷である」、
｢何も達成する必要はない」-これらの内容に
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にはL-Sモデルの第４の条件である「転機」
が必要となる。ラジニーシの信奉者たちは人生
の転機に具体的な行動、すなわち日本の瞑想セ
ンターやインド・プーナのアシュラム（道場）
を訪れている者が多い。いつ、どのような心境
になって、行動を起こしたのであろうか。
Ｇさん（男性４３歳、８０年、２７歳の時イニ

シエーション）が「どうしようもなくなって行
こうと決心した」具体的な転機は、当時任せら
れていた学習塾の講師の職に失望しはじめたこ
とである。その時の心境は以下のようであった。
和尚の「存在の詩』を読む時、読んだ瞬間っ
て、いつも解放感やんか。・・・だけど、ま
た日常に戻ったらさ、また同じようなパター
ンがみたいな。そういう感じがあって、「こ
りや行く以外ないな」みたいな、何かそうい
う感じだった。とにかく和尚のとこ行ってだ
めだったら死のうみたいに思ってたね。気分
的にはね。八方塞がりみたいなね。そういう
思いがあった。読んで感動してたけど、読ん
だ時だけ感動で自分というのは特に変わらな
いから・・・（本をはじめて読んでから）１
年以上あいたと思うよ。どうしようもなくな
って行こうと決心したわけ。

ダウントン(Downtonl980)によれば、スピリ
チュアルな探求の過程で、潜在的な入信者は個
人の無力感に直面する傾向にあるという。自分
自身の努力によって自己実現を成し遂げようと
すればするほど、自分を変えられない絶望感が
大きくなるのである。ダウントンの指摘は、サ
ニヤシンの多くにも当てはまる。例えば上のＧ
さんは、本を読むだけでは変わらない自分に絶
望したとも解釈できる。ラジニーシの思想への
関心が高まると、本人にとっての理想的な自己
像が明確になる。しかし、本を読んで内容には
同意するが「変わらない自分」に直面し、絶望

共通するのは、今の自分をありのままに受け入
れ、無理に何かを達成しようとしたり、知識を
詰め込もうとしたりせずに、今、ここにくつろ
ぐ．ことである。
このような内容は、多くの若者にとって、シ

ョックではあるが、緊張を溶きほく、してくれる
内容であっただろう。現代の競争社会において
専門職に就くためには、多くの積み重ねられた
知識が必要であり、その習得には長年の歳月を
要する。そのプロセスは、中学、高校、大学、
就職しても終わることはない。「何かを達成す
れば｣、「勉強して賢くなれば｣、生きている意
味が分かるのではないかという漠然とした期待
を抱きながら、気の遠くなるような膨大な知識
と技術の習得に時間をかけていくのである。し
かし、親の世代の生活を身近で感じると、努力
の結果として得られるものにあまり大きな期待
はもてないでいる。また、その過程では現在の
自分をそのまま受け入れることは容易ではない
し、社会からも一人前の人間として認められる
ことはない。以上のような社会的状況を考慮す
れば、なぜラジニーシの「あるがままの自分で
いなさい｣、「知識は重荷だ」というメッセージ
が先進資本主義諸国の若者、特に高学歴層の若
者の一部に魅力的であるのかという理由が推測
できる。キャリアの達成を義務づけられた若者
の一部にとって、ラジニーシの思想は安堵感を
与える内容なのである。つまり、ラジニーシの
思想と最終的にサニヤシンとなった人達の社会
的属性との間には、はじめからかなり強い結び
付きがあったことが予想される。

しかし、ラジニーシの本をはじめて読んだ時
に大きな衝撃を受けた人達でも、すぐ”に具体的
な行動を起こしたものは皆無に等しかった。本
に衝撃を受けたからといって、すぐ、に瞑想セン
ターやインドに行く人は少ないのである。そこ
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感が増すのである。
多くの場合、直接ORMと接するきっかけと

なる転機はそれ程深刻なものではない。しかし、
｢気分的にはどうしようもない」という感覚が
強まっていったのも事実である。また見方によ
れば、転機が訪れるというより、本人が積極的
に現実と関わって転機を作っていくという傾向
が強くみられた。大学の春休みや夏休み、卒業
旅行を利用してインド・プーナに向かう人や、
数年間勤めた会社を自らの意思で退職してイン
ドを訪れる人などがこの例にあたる。
以上の内容を要約すれば、サニヤシンになっ

た人達に共通しているのは、転機が訪れる以前
からラジニーシの本に感銘を受けていることで
ある。しかし、本に感銘することに加えて必要
になるのは、インドまではるばる訪れるような
本人の強い意思や切迫感、さらに具体的な行動
を起こせるような転機である(10)。第３の条件
である探求行為に関して、サニヤシンの積極的
な活動が特徴的であったのと同様に、ここでも
当事者自らの能動的なコミットメントがORM
に特徴的な事項として見いだされたわけであ
る。
５）対人関係’一信奉者およびラジニーシとの
関係
L-Sモデルにおける第５、第６の必要条件

は、対人関係に関わる内容である。第５の条件
は、入信へのプロセスにおいて、将来入信する
者とすでに信者である者との間に積極的な人間
関係が形成されることである。インタビューを
した人達は、サニヤシンとどのように接触して
いったのであろうか。
ラジニーシの本を読んで感銘を受けた人達

は、人生の転機に日本の瞑想センターやイン
ド・プーナのアシュラムを訪れる。その際に、
ロフランドらのいう感情的なつながりがサニヤ

シンとの間に形成されている場合が多い。現在
では行われていないが、８５年までサニヤシン
たちは弟子の条件としてオレンジ色のローブや
赤系統の服を絶えず身に付け、首からはマラと
よばれるラジニーシの写真のはいったロケット
をつるした数珠をさげていた。また現在でも、
サニヤシンたちはラジニーシから授けられたサ
ンスクリット語の名前で呼びあっている。この
ような外見は普通の日本人には異様に見えるか
もしれないが、はじめて瞑想センターを訪れた
人達の第一印象は極めて良好であったようだ。
「う-ん、も-ここ」という感じだよね。自
分が・・・いろんなグルのとこに行ってやっ
と出会ったというよりは、むしろ、バックグ
ラウンドなしにいきなり和尚に出会って、全
然抵抗がないんだよね。だからそういう縁で
会う人とはもうすぐ友達というような気にな
って･･ ･ (Mさん、男性35歳、80年、
２１歳の時イニシエーシヨン）

など良い印象をもった人がほとんどである。
ところが、８０年代後半になると、はじめて

サニヤシンと接した人達はアンビバレントな感
覚をもつようになる。８０年初頭と比べて、Ｏ
RMが「宗教っぽい」雰囲気をもちだしたこと
に起因しているのかもしれない(11)｡86年に
はじめて瞑想センターを訪れたＴさん（女性３
４歳、８７年、２５歳の時イニシエーシヨン）
の印象は、以下の通りであった。
最初（サニヤシンを）見た時、「すごい目が
きれいな人達だな」と思った。「世間とは違
う何かをもっている人達だな-」と思って、
私が求めてる何かを感じたのね。

ここまでは、８０年代初頭に瞑想センターを訪
れた人達の印象と違いはない。しかし同時に、
実際にサニヤシンがしている行為には抵抗感を
おぼえたようである。彼女はこう続けた。
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か。その決定的な要因の１つとなるのは、ラジ
ニーシ自身に対する信頼や愛着である。ORM
の特異性を理解するためには、この要因を考慮
する必要がある。ラジニーシに対する強い信頼
ゆえに、他のサニヤシンたちが「宗教的な」振
る舞いをしても、本人のイニシエーシヨンの決
断とは無関係になるのである。
例えば、Ｙさん（男性３６歳、８０年、２０

歳の時イニシエーション）は１８歳の時にはじ
めてラジニーシの本を読み、２０歳の時にイン
ドへ向かった。彼は、日本の瞑想センターへは
行かなかったが、その理由を以下のように語っ
ている。
（日本の瞑想センターへは）全然行っていな
い。行きたくなかったから。要するに、ぼく
が感動したのは、和尚の世界、というか和尚
の存在そのもの。そこからの話じゃない？
・・・とにかく、直接のエンカウンターを望
んでたし、自分の中でその前にそこはどうい
う場所なんですかとか、そういう情報集めと
か、あるいは和尚はこうなんだとか、ああな
んだとか、別に聞きたいとは思わなかったし、
何かけがされるような気がして。

彼以外にも数人の人達は、ほかのサニヤシンや
ORMの組織的側面へは興味がなかったとい
う。前出のＧさんも、和尚との一対一の関係が
重要であり、「(他の）サニヤシンの全員が殺人
鬼に変身しようとも、ボクはサニヤシンだなと
思うし、ほかの人は関係ない」という態度があ
ると語った。
インタビューした人達のほとんどにとつ･て、

最初の接触はラジニーシの本である。本を読ん
で感銘を受けた後にサニヤシンと接触している
ことになる。多くの人達にとって、最優先事項
はラジニーシに会うことであって、その過程で
ほかの信奉者と接触すると考えたほうが適切で

（サニヤシン同士の）ハッグや、和尚の写真
みて「ハーッ」と言ってるのは気持ち悪かっ
た('2)･･･(オレゴンの共同体の）ビデオ
見せてもらった。嫌悪感もった・・・「あ-
嫌だ」とか思って。ちょっと宗教じみてる感
じがあったからね。

このように、サニヤシンの存在に引かれつつも、
ラジニーシとサニヤシンの間で取り交わされる
｢宗教的な」熱狂には強い抵抗感を感じたよう
である。
同じような感覚は、日本の瞑想センターのみ

でなく、インドへ直接行った人にも同様に当て
はまった。以下のＮさん（男性３０歳、９２年、
２６歳の時イニシエーシヨン）は、ラジニーシ
の考えや瞑想法を高く評価しつつも、サニヤシ
ンにはなりたくなかったという。その理由は以
下の通りであった。
自分の限られた、日本人サニヤシンを見ただ
けの印象でいうと・・・もちろん、いろんな
人いるわけで・・・どちらかっていうと特殊
な人達という印象。ぼくがサニヤシンになる
こともないし、ただ瞑想をしたいからプーナ
に来て、そこで自分がやれることをやって身
になればいい。・・・本で読んだ和尚の感じ
と、サニヤシンで和尚が好きだというのとは
何か違うんじゃないか・・・そんな印象があ
って。和尚を１つのカリスマじゃないけど、
教祖のようにして付いていってる。もちろん、
そうじゃない人もいるんだけど・・・「あ-，
これは信者の集まりなんだな」という印象を
受けた。

しかし、Ｈさんはプーナに６カ月間滞在し、日
本に帰国する直前にサニヤシンとなった。
それではなぜ、サニヤシンに対して否定的な

印象を抱いたＩさんやＨさんは、結果的にイニ
シエーションを受ける決意をしたのであろう
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ある。この点は、ORMに特質すべき事項であ
ろう。換言すれば、サニヤシンはラジニーシの
存在や世界観に対する強い関心があるがゆえ
に、ほかのサニヤシンヘの愛着を発達させる傾
向が強いのであって、その逆ではないというこ
とである。
６）信者以外との人間関係
ロフランドらによれば、入信への第６の条件

は、信者との友好関係の発達に伴って社会一般
の人々との絆が弱まっていく、あるいは最初か
ら親や友人との感情的なつながりが弱いことで
ある。インタビューの結果分かったことは、サ
ニヤシンたちはORMと出会う以前から家族や
友人との絆が弱い人がほとんどであったことで
ある。
ORMと出会った時に、半数近くの人達は両

親と同居していた。その点では、彼らが家族と
物理的に孤立した状況で、宗教に引かれていっ
たとは言い難い。しかし、インタビューをした
人達の側からすれば、彼らは「精神的に」家族
から孤立していた場合が多かった。例えば、Ｃ
さん（女性３６歳、８０年、２２歳の時イニシ
エーション）は、両親にラジニーシのことを話
したことがないという。瞑想センターに通いだ
して、赤系統の服のみを着始めても、両親は何
も聞かなかったという。彼女によれば、「これ
まで自分が何を考えたり、感じているのかを両
親に話したことは一度もないし、また聞かれた
こともない」という。この女性ほど極端なケー
スでなくとも、多くのサニヤシンが家族との関
係が疎遠であったことを語っている。
また、友人との人間関係も、家族のそれと同

様にあまり密接ではなかったようである。Ｗさ
ん（女性３０歳、８９年、２４歳の時イニシエ
ーション）は、大学時代を次のように振り返る。

誰にも自分の悩みを打ち明けられずに、大学

の４年間を普通に過ごした。何かあきらめて
た。いろいろ疑問をもってもどうなるもので
もないから。友達と話しても噂だけ、一番問
いたいことは話せない、自分がいられる場所
がない、内側のいらだちがあることをさとら
れたくないし、言っても分からない。好きな
人にもそういうこと言えない。

このような例からも分かるように、サニヤシン
となった人達は以前から家族との絆が弱かった
り、悩みを打ち明けられる親友がいなかったこ
とがわかる(13)。
もちろん、仲の良い友人がいても、瞑想セン

ターに通いだすことによって、以前からの友人
との関係が希薄になることも事実である。いっ
たんラジニーシの世界観を真実として受け入
れ、ラジニーシ流の瞑想法を実践し始めると、
彼らの人間関係はそれを分かち合うことのでき
る人達に限られてくるのである｡しかし、一般
的な傾向としては以前から家族や友人との強い
絆が存在しない場合がほとんどであり、サニヤ
シンとの対人関係の絆が従来の感情的な絆の欠
如を埋め合わせる方向に移行すると考えるのが
妥当であろう。
７）徹底したインタラクションと意識変容の体
験
L-Sモデルにおける入信の最後の条件は、

具体的に、日々ひっきりなしに他の信者と集中
的に交流することである。これなくしては、真
の入信は不可能であるとロフランドとスターク
は論じている。完全な入信者とは、本人の意味
体系が変容し、思想的にも行動においても特定
の宗教の一員となった人々のことである。この
正真正銘の信者となるためには、第７の条件を
満たさなければならないという。それでは、Ｏ
RMにおいて、行動の変化をもたらし、正真正
銘のサニヤシンとなるための要因は何であろう
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また直接インドに向かう人達も、そこでの最初
の２～３カ月をセラピーや瞑想に費やし、その
後サニヤシンになることを申請するのが一般的
である。ここでは、サニヤシンになる前の具体
的な実践の様子をいくつか検討してみたい。
Ｔさん（女性３４歳、８７年、２５歳の時イ

ニシエーション）は、
初めに２泊３日のグループ受けた。・・・よ
く叫んだよね。ぎゃ-って。「私ってもう長
いこと、社会の抑圧みたいなのをすごいふっ
かぶってたのかな。我慢してきたんだな--」
っていうことを改めて感じた。

また別の女性であるＯさん（３２歳、91年、
２７歳の時イニシエーシヨン）は神戸で２泊３
日のグループを受けたが、同様の体験をしてい
る。
そのグループの中でいろんなことやったけ
ど、一番覚えているのは２０何年ぶりに泣い
たこと・・・途中でグループ出来ないぐらい
に。グループ受けてすごく軽くなっ
た。・・・本当嘘のように変わった。

Ｏさんは、その後プーナに３か月滞在し、その
期間中にイニシエーシヨンを受けている。彼女
たち以外にも、多くの人達がセラピーでの貴重
な体験の数々がきっかけとなって、サニヤシン
となるべくプーナに向かっている。
直接インドに向かった人の場合もみてみよ

う。Ｆさん（男性４２歳、８１年、２７歳の時
イニシエーション）は81年にプーナを訪れ、
６ヵ月間滞在した。初めて訪れたアシュラムで
は全く違和感を感じず、「はじめて生きている
という感じ」がしたという。そこにいた６カ月
の日常は、
５時に起きてダイナミック(16)、ぶらぶらし
たり、友達と話して、グループ受けて、マリ
ファナもはじめて吸った。エンライトメン

か。
Ｅさん（女性３８歳）は８４年に当時オレゴ

ンにあった共同体を訪問し、２７歳の時にイニ
シエーションを受けている。しかし、サニヤシ
ンになった前後で考え方や行動が急に変わるこ
とはなかったという。このように、ORMの場
合、イニシエーションが入信、すなわち行動レ
ベルまでを含む変容と一致しないこともしばし
ばある。サニヤシンたちとの集中的な相互接触
を持たなくとも、サニヤシンになることが可能
だからである('4)。彼女が具体的に変わってい
ったのは、８５年にオレゴンを再び訪れた時に
知り合ったサニヤシンや、帰国後日本で参加し
たセラピーの影響が大きかったようである。
｢知り合った東京のサニヤシンの人と接するこ
とによって、自分がいかに窮屈な生活してるの
かを感じはじめた」という。また、グループ・
セラピーに参加することによって、「自分の思
ったこと出来るっていうか、自由に振る舞える
っていうか、非難されないっていうか、そうい
うふうな初めての解放感っていうのを感じた｣。
つまり、サニヤシンとなりラジニーシの本を読
み続けたとしても、他のサニヤシンとの交流や
セラピーヘの参加がなければ、大きな変化はな
かったのである。
ORMの参加者たちにとって、イニシエーシ

ョンを受け自己変容を促進させていく契機とな
るのは、サニヤシンとのインタラクションに加
え、瞑想やグループ・セラピーに参加すること
である。その参加を通じての意識変容の体験が
イニシエーションを受ける決意をするきわめて
重要な要因となるのである。サニヤシンたちは、
イニシエーションを受ける前の数カ月間を集中
してラジニーシの開発した瞑想を実践したり、
また泊りがけで行われる数日間のグループ・セ
ラピーをいくつか経験している場合が多い(15)。
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は、L-Sモデルが提示する信奉者との徹底的
なインタラクションに加え、セラピーや瞑想に
おける意識変容の体験が重要であることが理解
できた。セラピーや瞑想での体験を通じてラジ
ニーシの世界観を知的にではなく感覚として理
解し、さらにサニヤシンたちとの接触を通じて
ラジニーシ的なライフ・スタイルを社会化して
いくのである。

卜・インテンシブ(17)を受けて、はじめてハ
イになるという感覚をもった。・・・はじめ
て自分が自由になれた感じがした・・・何か
探求して生きているという感じ。（８０年当
時は）今よりも、もっともっと開放的な感じ
だった。ギターを町でひいて踊りだしたりと
か、バンブーハットから５分位歩いて泉まで
真っ裸で歩いていったり、・・・すべてが生
きているという実感だった。

その当時のグループは、初日から全裸になるこ
とが一般的であった。アシュラム内のシャワー
とトイレも男女の区別はなく、「人とのつきあ
いも、ものすごく近い感じになった」という。
彼は瞑想の後、強烈な神秘体験をしている。
瞑想の後に、お腹のところに白い光るエネル
ギーを感じる。背骨からエネルギーがワーッ
となって、それが３日続く。すべてが美しく
みえて、何をやっても深い感じがする。その
あと別人みたいになって、しばらくはものす
ごく深いレベルから動いているような感じに
なる・・・今から思うと、あの体験があった
からサニヤシンを続けられたような気がす
る。・・・日本に戻っても、おまえは一番変
わったと言われた、半年前の自分と違うと。
ほとんどのサニヤシンは、セラピーや瞑想の

最中に、これまでの人生で経験したことのない
ような体験をしていた。このような体験をする
ことにより、彼らはラジニーシに対する信頼を
深め、イニシエーションを受ける決意を固めて
いくのである。それと同時に、サニヤシンとし
てあり続けていく拠り所となっていくのであ
る。前述したＦさんの、「今から思うと、あの
体験があったからサニヤシンを続けられたよう
な気がする」という言葉は内的体験の重要性を
如実に表わしている。
以上の考察の結果、サニヤシンとなるために

５．まとめ

本稿では、ORMの参加者たちが、どのよう
なプロセスを経てイニシエーシヨンを受けるに
至るのかをL-Sモデルに準拠しながら論じて
きた。その際、サニヤシンの生の声をできるだ
け織り混ぜながら彼らの内面的世界の理解にも
迫ろうと試みてきた。本研究の考察の結果明ら
かになったことは、彼らはORMと出会う以前
に人生の目標の欠如や意味の喪失といった精神
的な問題に直面していたこと、その問題を「新
霊性運動」的なパースペクティブから解釈しよ
うとしていたこと、そして現代的な宗教現象に
おけるスピリチュアルな探求者として具体的な
行動をしていたということである。またORM
との出会いは本を通じて行われ、はじめて読ん
だときから強烈な衝撃を受けていること、そし
て人生の転機に具体的な行動に移し、サニヤシ
ンやラジニーシヘの信頼を次第に強めていくこ
とである。さらに、イニシエーションする前の
一定期間に、集中的に瞑想やグループ・セラピ
ーに参加し、そこでの意識変容の経験を通じて

ラジニーシが提唱するライフ・スタイルに対す
る確信を得ていくのである。
ORMの事例研究においては、L-Sモデル

が示す入信プロセスの７つの条件はきわめて有
効であったが、L-Sモデルでは把握できない
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サニヤシンに特徴的な性質は次の５点である。
l)サニヤシンとなった人々が以前からもってい
たパースペクティブや探求行為は、「宗教」を
広義に解釈して「スピリチュアル」と捉える必
要があること、２)サニヤシンとなった人達が直
面した人生の転機とORMとの出会いの時期は
必ずしも一致せず、ラジニーシの本を読んでの
衝撃的な感動が先行すること、３)サニヤシンは
他のサニヤシンとの友好関係に加え、ラジニー
シに対する信頼・愛着を最優先事項として捉え
ていること、そして4)正真正銘のサニヤシンと
なるためには、他の信奉者との徹底的なインタ
ラクションに加え、セラピーや瞑想での意識変
容の体験がきわめて重要な要因となることであ
る。また、以上の４点とも重なるサニヤシンの
特徴として、５)彼らの状況への積極的な関与が
挙げられる。行為者の能動的な側面は、他の新
宗教への入信過程においても当然みられるが、
ORMの参加者の場合、この傾向が顕著である。
それは、ORMと出会う以前の彼らの積極的な
探求行為にも、自らの意思で転機を作ってでも
インドまで行こうとする点にも、また自己変容
を促進させるためにセラピーや瞑想への徹底的
な参加をする仕方にも如実にあらわれている。
本稿では、日本人サニヤシンがイニシエーシ

ヨンを受けるまでのプロセスの分析に焦点をお
いた。以上の研究成果に基づく、今後の研究課
題を２点あげておく。第１の課題は、入信プロ
セスの研究をサニヤシンになるところまでで完
結させず、むしろサニヤシンでありつづけるプ
ロセスにも焦点をおくことである。ダウントン
(Downtonl980)が指摘するように、入信のプロ
セスは非常にゆるやかなものであり、突然価値
観や行動様式が変化するものではない。また、
急激に変容したかにみえる価値観も、日常生活
の中で次第に以前のパターンに押し戻されてい

ってしまうのが現状なのである。サニヤシンた
ちがイニシエーションを受けた後、どのように
一般社会とかかわり、いかにラジニーシの提唱

するライフ・スタイルを維持・発展させていく
のかを理解する必要がある。特に新宗教運動へ
の入信者の大半が、２年以内に一時的な熱狂か
らさめ関心がはなれていってしまう現状
(Levinel984)を考盧すればなおさらである。換
言すれば、最終的にサニヤシンとなった人達が、
L-Sモデルが提示する７つの条件をクリアし
てイニシエーションを受けるに至ったように、
彼らがサニヤシンであり続けるためにはさらな
る条件を満たしていかなければならないはずで
ある。
第２の課題は、本稿で検討したサニヤシンの

内面的世界の、どこまでが日本人サニヤシンに
特異なものであり、いかなる点が世界中の信奉
者たちに共通する特徴であるのかを特定するこ
とである。また、どこまでが他の新宗教運動の
参加者や「精神世界」の支持者に共通するもの
であるのかも究明していく必要がある。このよ
うな研究課題は、ORMの把握にとどまらず、
より一般レベルで、現代日本の社会的|生質がい
かなるもので、またそこで生活する個人はどの
ような意識を持っているのかを理解するうえ
で、大きな手がかりになるものと思われる。さ
らに、先進資本主義諸国に共通した社会基盤と
個人意識、および欧米とは宗教文化を異にする
日本の特異性との解明にも貢献できるのではな
いだろうか。

(付記）本研究は、庭野平和財団平成６年度個
人研究助成の成果の一部である。本稿の内容は、
アメリカ宗教社会学会(Associationforlhe
SociologyofReligion、ワシントンDC、９５年８
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月19日）にて報告し、伊藤(1995)にて研究助
成報告を行った。本稿は、前稿に大幅な加筆を
し、新たな分析を加えたものである。

いう個人生活の物質面と「生きがい」という精神
面の満足感の意識調査を実施してきた。最近の調
査結果によれば、若年層においては、過去１５年
間で、物質面での満足感が大幅に増えた。これに

〆

対して、精神面での満足感は７８年以降は減少の
傾向が見られる。つまり、物質面の満足と精神面
のそれとのずれが目立つようになってきたのであ

る(NHK1991a:111)。

（７）フラヮー・チルドレンとは、ヒッピーの俗語で
ある。

（８）マハリシ・マヘッシ・ヨギ(1911～）のこと。
彼の開発した「超越瞑想」は世界中で数百万人が
受講しているという。

（９）『存在の詩』はラジニーシの本の最初の訳であ
り、７７年に出版された。現在まで４万９千部が
売られ、ラジニーシの出版物の中ではベスト・セ
ラーを記録している。

(１０)欧米の入信に関する社会学的研究において、入
信者は受動的な存在として捉えられてきた。しか
し、７０年代後半から、信者の能動的な側面を強
調するアプローチが現われ始めた。その理論的な
背景に関しては、伊藤（近刊)、Richardson(1985)
を参照されたい。

(11)８１年にラジニーシは突然アメリカに渡り、オ
レゴン州に実験的な共同体を設立した。アメリカ
に本拠地のあった８５年までの４年間、ORMの

組織はラジニーシの個人秘書であったシーラによ
り統制され、組織化していった。アメリカの共同
体が解散し、インドに再び本拠地が移転した８７
年以降、ORMは従来の個人的ネットワークを重
視するようになった。しかし外部からは、グルに
熱狂する宗教集団として捉えられる要素を残して
いる。

(12)ハッグとは「軽い抱擁」を意味し、サニヤシン
たちの間では挨拶の手段として男女の別に関わり

なく日常的に行われる。また、サニヤシンの一部

註
（１）新宗教運動全般、およびそれへの入信に関する
包括的なレビューとしては、MachalekandSnow

(1993)、Robbins(1988)、SnowandMachalek(1984)、
杉山(1995)を参照されたい。また、日本の新宗
教への入信に関しては、井上(1981)、井上・島薗
(1985)が挙げられる。

（２）ラジニーシの本のうち４０数冊のが現在までに
翻訳され、『存在の詩』（めるくま-る社）は４万
９千部売れている。

（３）本稿では、「入信」(converSion)を「自らの基本
的な意味体系の変化に伴う自己の変容」(MCGuire
1992:71)として理解する。これに対して、「入会」

(recruitment)は、「宗教集団への加入（メンバーシ
ツプの取得)」（渡辺1990:202)を意味するものと

する。したがって、入会には、入信にとって不可
欠な要因である意味体系の変化は必ずしも伴わな
いので、この２つの概念は明確に区別して使用す
る。また「イニシエーション」は、「サニヤシンに

なること」を意味し、入会に近い意味で用いる。
（４）創始者は、バグワン・シュリ・ラジニーシとし
て長く知られていたが、８９年以降は和尚（オシ
ョー）とのみ呼ばれている。なお、ORMの概要
に関する日本語の文献としては、井上(1995)、伊

藤(1997)を参照されたい。
(5)L-Sモデルに関する理論的・実証的な有効性
をめぐる論文としては、Downton(1980)、伊藤（近

刊)、SnowandPhillips(1980)などが挙げられる。
（６）人生の目標の欠如や意味の喪失は、宗教に入会
する若者だけに特徴的というよりは、現代の一般
的社会状況として理解すべきである。NHKは１
９７３年以降、５年ごとに日本人の「衣食住」と
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1981)。彼によれば、瞑想とは自我のメカニズムで
ある思考が停止した沈黙の状態のことである。東

洋の伝統では、静かに座って思考を観照すること
が瞑想であった。しかし、ラジニーシが開発した

瞑想法の多くは、思考の動きをより観察しやすい
ように体の動きを瞑想の中に取り入れて、肉体の

緊張を解き放ち、それから感情や思考というより
微妙なエネルギーの層に働きかけ、最後に沈黙と
なっておわるという構成になっている。

瞑想の実践に加え、ラジニーシはサニヤシンた
ちにグループ・セラピーに参加することを薦めた。
インドのアシュラムや世界各地の瞑想センターで
行われているセラピーの大半は、欧米で６0年代
後半から７０年代にかけて広がったヒューマン・
ポテンシャル・ムーブメント(HumanPoIential

Movement、以下HPMとする）に由来するもので
ある。HPMは、人間性心理学の代表者であるカー
ル・ロジャース、アブラハム・マズロー、フリッ

ツ・パールズ等のアプローチや、実存主義哲学、
禅の影響を受けている(Stonel976)｡７０年代に
HPMに関わる多くのセラピストたちが、その新し
い可能性を求めてラジニーシの．もとに集まり、彼
のもとでセラピーを行うようになった。アシュラ
ムや瞑想センターで行われるセラピーの目的は主

に２つある。１つは、怒りや恐怖、嫉妬等の抑圧
された感情を見つめ、感情のブロックを取り除い
てエネルギーが流れるようにすることである。２
つめは、ありのままの自分自身にくつろぎ、気付

きを高めていくことである。アシュラムでは、ホ
リステイック心理学のほとんどすべてのセラピー
を受けることができる。グループは数日から６週
間、トレーニング・コースは数週間から３カ月に
わたって行われる。なお、ラジニーシのアシュラ
ムで行われるセラピーの詳細に関しては、Amitabh

(1982)を参照されたい。
(１６)ダイナミック瞑想のこと。ラジニーシが開発し

では、ラジニーシの写真を見て「ハー」と深い呼
吸をして自らのハートを感じる人達もいる。

(13)現代日本社会の若者の中で、家族や友人との関
係が希薄であることは、宗教に入会する人達だけ
に特有の現象ではない。若者の中である一定の割
合の人達は同様の感情を抱いていると思われる。
友人との人間関係に関するデータをみてみたい。
NHK世論調査部が87年に実施した、「中学生、
高校生の生活と意識に関する調査」によれば、「あ
なたには親友がいますか｡」という問いに対して、
1.6％は親友はいないと答えたが、6.9％が親友が１
人、39.9％が２～３人、33.0％が４～９人、１８％が
１０人以上と回答した。この結果をみる限り、９
８％以上の中学・高校生は少なくとも一人は親友
がいるということになる。しかし、もう一歩踏み
込んだ「あなたは日頃、親友とどのようにつきあ
うか」という問いに対して、59.4％の人達は「な
んのかくしだてもなくつきあう」と答えたが、
24.1%は「心のふかいところは出さないでつきあ
う」、12.9%は「ごく表面的につきあう」という回
答をした(NHK1991b:95)。つまり、現代の中
学・高校生のほとんどは少なくとも１人は親友が
いるが、そのうちの３分の１の人達は，友人と心
の深いところを分かち合うことなく日常を過ごし
ていることになる。潜在的なサニヤシンは、若年
層の３分の１が属するカテゴリーに含まれる人達
が多いことになる。

(14)ORMにおいては、通常、集中的な瞑想やセラ
ピーに参加した後でなければイニシエーシヨンが
許可されない。しかし、サニヤシンになる申請を
すれば簡単にイニシエーションを受けることがで
きる場合も例外的にある。またORMでは、メー
ルでの申請によりサニヤシンになることも原則的
には受け入れている。

(15)ラジニーシは、自己変容を促進する手段として
さまざまな瞑想テクニックを開発した(Rajneesh
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間、３日間にわたって泊りがけで行われることが
多い。グループでは「私は誰か」という問いをさ
まざまな方法で問いかけていく。

た数ある瞑想法の中でも、最もポピュラーなもの
の１つである。アシュラムや各国の瞑想センター
では通常、朝の瞑想として行われる。

(17)グループ・セラピーの１つであり、１日18時
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